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横

谷
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〔抄
録
〕

日
本
の
古
典
文
学
は
、
近
世

に
な
る
と
広
く
庶
民
に
も
受
容
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
古
典
の
受
容
が
、
近
世
初
期
の
文
化
、
文
学
、
芸
術

の
基
礎
を

確
立
し
た
と

い
っ
て
よ
い
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た

の
か
は
、
実
際
に
は
ま
だ
よ
く
わ
か

っ
て
は
い
な

い
。
本
稿
は
、
近
世
初

期
、
堂
上
貴
族
階
級
ら
と
交
渉

の
あ
る
町
人
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
古
典
文

芸
や
学
問
、
芸
能
を
摂
取
し
て
行

っ
た
の
か
、
そ
の
様
相
を
、
鳳
林
承
章

の

日
録

『隔
糞
記
』
を
資
料
に
し

て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

承
章
と
交
遊
の
あ

っ
た
も
の
は
禁
中
公
家
、
門
跡
寺
院
、
上
層
町
人
、
文
人

な
ど
数
多

い
が
、
こ
こ
で
は
上
層
の
茶
商
人
西
川
瀬
兵
衛

の
文
芸
活
動
を
軸

に
し
て
、
古
典
摂
取
の
実
情
を
垣
間
見
る
こ
と
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
西
川
瀬
兵
衛

町
人
と
文
芸

古
典
受
容

隔
糞
記

僧
堂

の
文
化

一
、

は
じ
め

に

『隔
糞
記
』
は
、
相
国
寺
第
九
十
五
代
住
職
で
、
鹿
苑
寺
独
住
第
二
世
鳳
林
承

　　
ソ

　
　
　
りもヰ

セ
　
　
　

章

(
一
五
九
三
-

一
六
六
八
)
の
日
録
で
、
承
章
四
十
三
歳

の
寛
永
十
二
年

(
一

六
三
五
)
八
月
二
十

一
日
か
ら
、
七
十
六
歳
の
寛
文
八
年
六
月
二
十
八
日
ま
で
の

三
十
四
年
間
に
わ
た
る
。

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)

寛
永
十
四
年
三
月
二
十
五
日
の
日
録
に
は
次

の
記
事
が
あ

っ
て
、
仙
洞

(後
水

尾
院
)
ら
宮
中
で
の
交
遊
も
確
か
め
ら
れ
る
。

已
刻
退
出
。
自
二
廿
二
日
一
、
到
二
今
日
一
、
於
二
仙
洞

一
、
三
日
三
夜
之
御

遊
興
。
遊
事
有
二
拾
八
色

一

尤
有
二
和
漢

・
詩
歌

・
蹴
鞠

・
楊
弓

・
碁

・

上
懸
物

・
香

一
・
其
外
様

々
御
遊
興
有
。
拜
領
之
閲
取
、
美
麗
難
レ
盡
二
筆

頭

一
也
。
予
金
子
壱
歩
拾
、
閹
取
之
拜
領
也
。
自
二
前
夕

一
亦
不
レ
須
レ
眠
、

一
=
二
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三
日
三
夜
之
間
不
レ
眠
也
。
五
十
餘
之
衆
、
皆
就
レ
眠
也
。

仙
洞

に
於

い
て
の
三
日
三
晩

に
亘
る
遊
興

で
あ
る
。
そ

の
時
、
後
水
尾
院

ぬ
　
　　
　

　
　
　
　

(
一
五
九
六
-

一
六
八
〇
)
は
四
十

一
歳
、
承
章
は
四
十
四
歳
で
あ

っ
た
。
後
水

尾
院

の
祖
母
上
東
門
院
睛
子
は
、
承
章
の
叔
母
で
、
二
人
は
従
兄
弟
筋
に
あ
た

ハ
　

り
る
。
『隔
糞
記
』

(第

一
巻
昭
和

33
年
-
第
六
巻
昭
和
42
年
。
赤
松
俊
秀
編
、
鹿
苑

寺
発
行
、
全
六
巻
、
平
成
9
年
3
月
20
日
復
刻
、
思
文
閣
発
行
)
の
解
題
に
は
、

「上
皇
と
は
年
が
三
つ
違

い
で
、
よ
ほ
ど
氣
が
合

っ
た
と
見
え
ま
す
。」
と
あ
る

が
、
後
水
尾
院
は
、
事
あ
る
ご
と

に
承
章
を
仙
洞
御
所
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
日

録
に
は
、
「其
外
様
々
御
遊
興
有

」
と
あ
る
よ
う

に
、
数
多
く
の
諸
芸
が
見
ら
れ

る
が
、
文
芸
や
古
典
受
容
の
記
事

も
多

い
。

そ
れ
は
、
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

近
世
以
前
か
ら
あ
る
古
典
文
芸

(雅
文
芸
)
は
、
和
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
和

文
、
漢
文
、
漢
詩
、
注
釈
書
、
平
家
物
語
、
法
語
、
縁
起
絵
図
、
能

・
狂
言
、
幸

若
舞
、
中
世
歌
謡
、
讃
、
偽
書
作
製
、
鑑
定
、
編
集
校
合
、
書
、
茶
、
華
、
香
、

琴
、
尺
八
、
蹴
鞠
、
囲
碁
、
象
戯
、
双
六

(絵
双
六
)、
絵
画
等
で
あ
る
。

近
世
所
産

(俗
文
芸
)
の
も
の
は
、
俳
諧
、
浄
瑠
璃

(操
浄
瑠
璃
)
、
歌
舞
伎
、

近
世
歌
謡
、
大
平
記
よ
み
、
三
味
線
等
で
あ
る
。
そ
の
他
、
中
間
的
文
芸

の
、
狂

歌
、
狂
詩
、
和
漢
、
狂
句
等
、
ま
た
、
彫
刻
、
陶
芸
、
塗
器
、
竹
細
工
等
の
諸

芸
、
祭
、
競
馬
、
通
し
矢
等
の
民
俗
学
的
な
も
の
も
み
え
る
。

『隔
糞
記
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
芸
の
大
半
は
、
後
水
尾
院
、
天
皇

(明
正
、

後
光
明
、
後
西
、
霊
元
)
を
中
心

に
堂
上
貴
族
、
門
跡
な
ど
の
貴
人
の
間
で
遊
戯

さ
れ
℃
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
鳳
林
承
章
は
そ
の
中
の
中
心
的
存
在

で
あ

っ

た
。
し
か
し
、
承
章

の
交
遊
は
、
貴
人
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
武
家
、
町
人
に
も
及

一
三
二

ん

で

い
る

。

　
ヨ

　

承
章
は
高
僧
の
身
で
あ
る
が
、
文
人
、
書

・
画

(雅
号

・
木
屑
)
、
造
園
設
計
、

薬
剤
、
茶
、
華
道
、
鑑
定
、
針
灸
な
ど
、
多
く
の
こ
と
に
通
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら

に
関
係
す
る
専
門
的
な
交
遊
も

一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の

中
に
あ

っ
て
西
川
瀬
兵
衛
と
い
う
町
人
の
名
前
が
、
約

一
万
二
千
日
余
り
の
日
録

に
、
四
割
近
い
日
数
で
登
場
す
る
。

以
下
、
西
川
瀬
兵
衛
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
人
物
で
、
承
章
と
ど
の
よ
う
に
係

わ
り
、
ま
た
、
文
芸
や
古
典
受
容
な
ど
と
ど
の
よ
う
に
係
わ

っ
た
の
か
を

『隔
糞

記
』
の
中
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
先
行
研
究
に

つ
い
て

『隔
糞
記
』
の
先
行
研
究
と
し
て
、
こ
の
作
品
を
題
目
、
あ
る
い
は
副
題
と
し

て
、
単
独
に
対
象
と
し
て
い
る
論
文
、
単
行
本
に
は
次
の
二
つ
が
あ

っ
た
。

論
文
に
は
、
吉
村
亨

「
『隔
糞
記
』
に
み
る
茶
師

の
動
向

1

そ

の
関
係
記
事

を
め
ぐ

っ
て

1

上

・
下
」
(京
都
文
化
短
大
紀
要

・
昭
和
62

・
63
年
)。
単
行
本

は
、
冷
泉
為
人
監
修

『寛
永
文
化

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

・

『隔
糞
記
』

の
世
界
』

(平
成

一
〇
年

(
一
九
九
八
)
三
月

一
日

思
文
閣
出
版
)
で
あ
る
。

吉
村
氏
の
論
文
は
、
茶
及
び
茶
師
に
関
す
る
も
の
が
資
料
と
し
て
二
百
条
余
り

を
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
論
文
の
〈
付
記
〉
に
、
『隔

糞
記
』
の
研
究
分
野
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
資
料
ノ
ー
ト
の
雑
記
を
公
に

し
て
、

一
歩
前
進
さ
せ
た
い
た
め
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
西
川
瀬
兵
衛

(左

門

・
寿
斎
)
の
名
前
は
、
そ
の
う
ち
の
、
二
十
七
ヶ
条
に
み
え
る
。
氏
は
、
あ
く



ま
で
も
基
礎
作
業
の
段
階
で
あ
る
と
の
断
り
も
あ
る
が
、
瀬
兵
衛

の
身
分
を
寺
侍

の

一
人
と
見
立
て
て
い
る
。

一
方
、
『寛
永
文
化
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・

『隔
糞
記
』

の
世
界
』
は
、
『日
本
美
術
工
芸
』
に
平
成
五
年
四
月
か
ら
同
七
年
九
月
ま
で
、

連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
者

の
多
く
が
絵
画

史
専
攻
で
あ
り
、
そ
こ
に
工
芸
史

や
建
築
史
が
加
わ
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

そ
の
中
に
、
岡
佳
子
氏

「鳳
林
承
章
の
遺
言
状
」
及
び
、
岩
間
香
氏

「祇
園
祭

と
海
北
友
雪
」
に
お
い
て
、
西
川
瀬
兵
衛
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

い
つ
れ

も
身
分
は
町
人
と
す
る
が
、
典
拠
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
は
町
人
西
川
瀬
兵
衛
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

三
、
町

人
西

川
瀬
兵

衛

西
川
瀬
兵
衛
に
つ
い
て
、
生
没
年
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
が
、
寛
永
十
六
年

十

一
月
晦
日
の
記
事
に

西
川
左
門
鑷
二
前
髪

一
、
換
レ
名
也
。
以
二
一
盞

一作
二
祝
儀

一
也
。
名
西
川

瀬
兵
衛
。

と
あ
り
、
こ
の
日
に
元
服
し
て
、
鹿
苑
寺

で
祝
儀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。元

服
は
、
室
町
中
期
以
降
は
、
大
方
年
令
は
十
二
～
十
六
歳

の
問
に
行
な
わ
れ

る
の
で
、
瀬
兵
衛
は
、
元
和
七
年

(
一
六
二
二
)
か
ら
寛
永
四
年

(
一
六
二
六
)

　さ

頃
の
出
生
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
頃
す
で
に
父
親
は
死
亡
し
て
い
た
よ
う
で
、
実

兄
の
植
松
長
右
衛
門
が
時
折
承
章

の
も
と
に
挨
拶
に
来
て
い
る
。

幼
く
し
て
寺
に
預
け
ら
れ
た
西
川
左
門

(植
松
左
門
)
に
と

っ
て
、
承
章
は
師

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
V

で
あ
る
と
と
も
に
親
代
わ
り
で
も
あ

っ
た
。
寛
永
十
四
年
閏
三
月
二
十

一
日
に
は

次
の
記
事
が
あ
る
。

西
川
忠
右
衛
門
今
日
初
來
、
植
左
門
養
子
之
契
約
也
。

承
章
が
親
代
り
と
な

っ
て
西
川
忠
右
衛
門
と
左
門
の
養
子
縁
組
の
契
約
を
し
て

い
る
。
同
四
月
二
日
に
は
、

植
松
左
門
、
今
度
西
川
忠
右
衛
門
成
二
養
子

一
、
今
日
初
左
門
遣
二
于
忠
右

衛
門
一
。
悦
首
座
使
介
也
。
吉
権
右
衛
門
相
添
、
遣
也
。
土
産
等
相
調
、

遣
レ
之
者
也
。

-

　
ら

　

こ
の
日
、
竜
安
寺
の
悦
首
座
を
仲
介
と
し
て
、
養
父
忠
右
衛
門
と
初
め
て
対
面

す
る
。
吉
権
に
持
た
せ
た
土
産
と
は
、
持
参
金

(敷
銀
、
土
産
銀
)
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
後
の
四
月
二
十

一
日
に
、
忠
右
衛
門
の
娘
千
と
結
婚
す
る
。
記
事

に

は
、

植
松
左
門
為
二
婚
姻

一
、
遣
二
于
西
川
忠
右
衛
門
所

一
也
。

と
あ
る
。

つ
ま
り
、
植
松
左
門
は
、
寛
永
十
四
年
閏
三
月
二
十

一
日
に
西
川
忠
右
衛
門
と

養
子
契
約
を
し
、
同
四
月
二
日
に
養
子
と
な
り
、
三
週
間
後
に
結
婚
し
て
、
西
川

左
門
重
勝
と
な
る
の
で
あ
る
。

承
章
が
、
左
門
の
こ
と
を
後
に
も
先
に
も

一
度
だ
け
重
勝
で
記
す
記
事
が
あ

る
。
寛
永
十
四
年
十
月
廿
五
日
に

今
夜
庚
申
也
。
到
二
于
不
動

一
、
待
二
庚
申

一
。
自
二
此
方

一
菜

・
飯

・
酒

・

茶

.
燭
持
行
、
於
二
不
動

一、
聞
十
姓
香
、
自
二
此
方

一

持
参
也
。
唯
練
二

重
勝

一而
巳
。
及
半
鐘
、
歸
矣
。

と
あ
る
。
不
動
上
人

(圓
盛
)
の
所
で
庚
申
待
ち
の
後
十
姓
香
も
聞

い
た
が
、

=
二
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庚
申
待
ち
の
用
意
も
、
十
姓
香
の
用
意
も
鹿
苑
寺
か
ら
持
参
し
た
も
の
で
、
左
門

(重
勝
)
は
そ
の
場
で
調
え
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

寛
永
十
五
年
六
月
廿
四
日
に
は
、
西
川
忠
右
衛
門
夫
妻
と
千
は
、
承
章
に
挨
拶

に
行

っ
て
い
る
。
記
事
に
は
、

　チ
　

飯
後
、
西
川
忠
右
衛
門
夫
妻
并
左
門
妻
、
初
而
為
レ
禮
、
來
、
終
日
遊
山
、

而
歸
也
。
悦
首
座
亦
相
客
呼
レ
之
。

と
あ
り
、
仲
介
役
の
悦
首
座
も
又
相
客
と
な

っ
て
い
る
。

瀬
兵
衛
は
、
こ
の
後
元
服
し
た

こ
と
は
既
述
の
こ
と
で
あ
る
が
、
元
服
と
同
時

に
、
西
川
瀬
兵
衛
重
勝
と
な
る
。

寛
永
十
七
年

一
月
二
十

一
日
に
長
男
平
吉
が
誕
生
し
て
い
る
。
四
月

一
日
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

壬
子
日
。
西
川
瀬
兵
衛
於
二
下
之
宿

一
、
今
日
初
見
二
下
之
家

一也
。
瀬
兵
衛

分
身
平
吉
、
今
日
初
見
也
。
吉
権
亦
肩
輿
、
而
予
共
行
也
。
今
日
の
相
客
、

神
邊
十
左
衛
門

・
大
平
五
兵
衛
也
。
種
々
振
舞
、
喫
茶
。
而
赴
二
四
條
町

一
、

而
町
歩
、
見
二
道
具

一
也
。
茶

入
壹
ケ

・
南
蠻
之
上
草
履
買
レ
之
。
又
歸
二
于

瀬
兵
衛
所

一
、
即
出
二
切
麥

一、
喫
茶
、
秉
燭
而
歸
、
而
徒
歩
、
而
寄
二
于
大

平
五
兵
衛

一、
見
二
道
具

一
、
喫
二
予
持
参
之
茶

一、
而
及
二
初
更
過

一
、
歸

山
也
。
今
日
、
畦
木
棉
踏
皮

貳
足
投
二
于
西
川
忠
味

一、
弱
鼻
紙
貳
束
投
二

于
忠
味
内

一、
同
貳
束
投
二
瀬
兵
衛
女
房
千

一也
。

以
上
の
記
事
に
は
、
瀬
丘
ハ衛
の
下
之
宿
、
四
條
に
お
い
て
種

々
の
振
舞
が
あ

っ

た
。
そ
れ
は
瀬
兵
衛
息
平
吉
の
お
披
露
目
で
あ
り
、
瀬
兵
衛
の
養
子
縁
組

の
お
披

露
目
で
あ

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
四
月
五
日
に
は
町
内
に
振
舞
を
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
で
も

っ
て
、
瀬
丘
ハ衛
養
子
入
り
の

一
応
の
儀
式
に
ケ
リ
が
つ
い
た

=
二
四

よ
う
で
あ
る
。
四
月
十
三
日
に
骨
休
め
の
た
め
に
瀬
兵
衛
は
十
津
川

へ
入
湯
に
赴

v
°瀬

兵
衛

の
養
子
先
の
西
川
家
は
、
京
の
町
中
に
あ
り
、
有
力
町
衆
で
あ

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

ま
ず
住
居
で
あ
る
が
、
既
出
の
下
の
宿
の
四
條
の
こ
と
は
、
次
の
記
事
で
場
所

の
確
認
が
と
れ
る
。

寛
永
十
七
年
五
月
九
日
の
日
録
に
、

夜
前
寅
刻
。
四
條
通
富
小
路
通
柳
馬
場
之
間
火
事
、
七
間
焼
レ
之
由
也
。
西

川
忠
味
同
町
也
。
今
朝
驚
入
也
。
西
川
忠
味
所
無
事
也
。
珍
重

〃
〃
。

と
あ
る
。
四
條
通
で
火
事
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
と
き
瀬
兵
衛
は
十
津
川
に
湯
治

を
し
て
い
る
間
の
火
災
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
川
忠
右
衛
門
の
住
居
は
、

四
條
通
り
に
面
し
た
柳
馬
場
と
富
小
路
の
問
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
條
の
住
居
に
は
、
養
父
忠
右
衛
門
が
寛
永
二
十
年
九
月
八
日
に
越
後
に
赴
く

ま
で
同
居
し
て
い
る
。

ま
た
、
下
之
宿
に
対
し
て
、
当
然
上
之
宿
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
正
保
三
年

(
一
六
四
六
)
正
月
三
日
に
、

西
瀬
今
日
赴
レ
宿
、
上
之
家
之
町
禮
之
由
也
。

と
あ
る
。
上
之
宿
と
い
う
の
は
堀
川
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

慶
安
元
年
五
月
廿

一
日
の
記
事

に
、

西
瀬
堀
川
之
家
之
間
隔
之
壁
、
今
日
普
請
申
付
依
レ
然
、
大
工
三
人
、
五
左

衛
門

・
傳
三
郎

・
新
五
郎
遣
レ
之
、
手
傳
六
人
遣
也
。

と
、
堀
川
の
家
の
普
請
に
、
鹿
苑
寺
か
ら
大
工
三
人
と
手
伝

い
を
六
人
遣
わ
し

て
い
る
。



ま
た
、
同
年
九
月
九
日
の
日
録
に
も
、

西
瀬
者
上
之
宿
江
明
家
開
之
出
樽
、
為
レ
其
、
今
日
亦
町
江
見
舞
之
由
。
急

歸
也
。

と
、
堀
川
の
宿
の
空
き
家
開
き

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

次
に
有
力
町
衆
と
考
え
る
の
に
は
、
次
の
五
点
の
日
録
か
ら
窺
え
る
。

(1
)
正
保
二
年
正
月
三
日

西
瀬
者
自
二
晴
雲
軒

一
、
直
赴

二
于
私
宅

一
也
。
毎
年
今
日
町
之
禮
之
故
也
。

(2
)
慶
安
元
年

(
一
六
四
八
)

四
月
廿

一
日

於
二
西
瀬
宿

一

而
町
人
振
舞
仕
レ
之
由
也
。
依
レ
然
、
三
平

・
與
吉
郎
倩
、

遣
レ
之
也
。

(3
)
同
四
年
二
月
十
日

西
瀬
宿
之
町
之
道
作
故
、
三
人
遣
二
四
條

一也
。

(4
)
同
十
月
十
三
日

西
瀬
者
、
宿
之
町
公
事
出
入
有
レ
之
、
明
日
町
之
者
各
依
レ
赴
二
二
條

一
、
而

茶
後
令
二
歸
宅

一也
。

(5
)
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
十
二
月
四
日

　た
　

西
瀬
者
町
義
隙
入
、
不
レ
被
レ
赴
也
。

の
以
上
で
あ
る
。

(1
)
に
つ
い
て
は
、
町
礼
が
毎

年
の
恒
例
と
な

っ
て
い
た
の
は
、
上
之
町
の

宿

(堀
川
)
の
方
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

(2
)
は
前
日
の
日
録

に
、
「西
瀬
明
日
町
人
振
舞
仕
レ
之
由
、
詰
茶

・
大
棗

壹
丁
抹
茶
遣
レ
之
也
」
と
、
承
章
が
心
遣

い
を
し
て
い
る
。
大
棗
と
あ
る
の
で
、

茶
の
振
舞
は
お
薄
で
あ

っ
た
と
推
定

で
き
る
。
鹿
苑
寺
が
瀬
兵
衛
に
協
力
し
て
い

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)

る
の
は
、
次
の

(3
)
と
同
様

で
あ
る
が
、

(3
)
で
は
町

の
道
路

の
整
備
を
し

て
い
る
。
(4
)
は
町
内
で
何
か
裁
判
沙
汰
が
起
き
た

の
で
二
條
城
に
出
訴
す
る

に
あ
た
り
、
瀬
兵
衛
も
出
向

い
て
い
る
。
(5
)
の
記
事
は
、
こ
の
日
画
家
の
山

本
友
我

の
口
切
の
茶
会
に
瀬
兵
衛
も
招
待
さ
れ
て
い
た
が
、
町
義

に
手
間
ど

つ

て
、
欠
席
を
し
て
い
る
。

以
上

の
事
柄
の
い
つ
れ
も
、
ご
く
普
通
の
町
人
で
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
と
い

え
よ
う
。

ま
た
、
承
応
四
年

(
一
六
五
四
)
二
月
廿
五
日
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

金
屋
治
兵
衛
初
來
、
末
廣

一
柄
恵
レ
之
也
。
西
瀬
町
人
故
、
西
瀬
同
心
仕

也
。

承
章
は
、
瀬
兵
衛
を
は

っ
き
り
と
町
人
と
記
し
て
い
る
。
本
稿
の
二
に
お
い

て
、
吉
村
亨
氏
が
寺
侍
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。

次
に
西
川
家
は
何
を
業
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『隔
糞
記
』
の
中
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
推
定

の
枠
を
越
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
は
主
と
し
て
茶
商
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。

鹿
苑
寺
で
は
宇
治
の
原
之
壇
に
茶
畠
を
持

っ
て
い
た
。
既
出
の
吉
村
氏
は
承
章

の
茶
を
詰
め
た
の
は
、
長
井
亭
甫

・
河
村
彦
左
衛
門

(宗
順
)

・
星
野
宗
仲

・
宗

似

・
平
等
院
法
印

・
村
山
善
入

・
林

(三
室
戸
)
清
右
衛
門

・
上
林
峯
順

・
徳
田

才
三
郎
等
の
有
力
茶
師
達
を
あ
げ
て
い
る
。
氏
は
、
西
川
瀬
兵
衛
は
、
論
文
の
慶

安
二
年
の
項
で
寺
侍
と
し
て
、
承
章
の
意
向

(代
行
)
で
星
野

・
上
林
の
茶
詰
を

さ
せ
た
と
記
し
て
い
る
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
日
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
但
し

何
度
も
い
う
通
り
、
瀬
兵
衛
は
寺
侍
で
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

慶
安
二
年
六
月
二
日
に
、
越
後
新
発
田
藩
主
溝
口
宣
直
の
た
め
に
、
瀬
兵
衛
は

=
二
五



『隔
糞
記
』

に
み
る

一
町
人

の
文
芸

と
古
典
受
容

(横
谷

一
子
)

江
戸
下
向
中
で
あ

っ
た
が
、
書
状

に
て
宇
治
茶

の
取
次
を
し
て
い
る
。
日
録
に

は
、

な
　
　
　

溝
口
雲
州
之
茶
壷
詰
事
、
毎
年
西
瀬
赴
二
宇
治

一
。
雖
レ
然
、
當
年
西
瀬
自
二

江
戸

一
、
未
致
二
上
洛

一
故
、
右
兵
衛
頼
申
來
故
、
今
日
雲
州
之
壷
亦
伊
兵

衛
為
持
、
行
、
於
星
野
宗
仲

・
上
林
峯
順

・
上
林
竹
庵
之
三
ケ
所
、
而
詰

茶
、
印
今
日
渡
二
四
條
西
瀬
宿

一
也
。
雲
州
之
壷
者
、
自
二
西
瀬
宿

一、
申

付
、
爲
レ
持
、
遺
二
宇
治

一
也
。
乘
燭
時
分
伊
右
兵
衛
歸
也
。
五
文
目
茶
壹
は

斤
今
日
、
於
二
星
野
所

一
、
而
令
二
買
却

一詰
壷
、
而
右
兵
衛
歸
也
。
代
銀
印

今
日
爲
レ
持
、
遣
、
相
渡
也
。
毎
年
如
レ
此
也
。

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
、
溝
口
雲
州
の
た
め
に
茶
詰
を
受
請

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

西
川
瀬
兵
衛
は
、
こ
の
新
発
田
藩
三
代
目
の
藩
主
で
あ
る
宣
直
、
及
び
分
家
沢

梅

一
万
石
二
代
目
藩
主
政
勝
等
と
深
い
係
わ
り
を
持

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
瀬
兵
衛
が
、
新
発
田
藩

、
沢
梅
藩
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
あ

っ
た
の
か

は
、
『隔
糞
記
』
の
中
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

ま
た
、
小
村
式
編

『新
発
田
市
史
』
上
巻

(新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会

昭
和

五
十
五
年
十

一
月
三
〇
日
)
、
及
び
、
新
発
田
市
史
資
料
第

一
巻

『藩
史
料
ω

・

藩
主
篇
』

(新
発
田
市
史
編
纂
委

員
会

・
昭
和

四
十
年

一
月
三
十

一
日
)

に
あ

た

っ
た
が
、

こ
れ
も
不
明

で
あ

る
。
「御
記
録
」

(「藩
資
料
」
ω
)
の
記
述
も

『隔
糞
記
』
と

の
合
符
は
殆
ん
ど
な

い
。
た
だ

一
点
、
次
の
記
事
が
あ
る
。
『隔
糞

記
』
明
暦
四
年
正
月
十
六
日

去
十
日

・
十

一
日
兩
日
、
江
戸
大
火
事
之
由
、
今
日
相
聞
也
。
溝
口
雲
州
屋

敷
亦
回
禄
故
、
西
瀬
俄
明
日
可
レ
赴
二
江
戸
之

一
旨
也
。

二
二
六

と
あ
る
が
、
「御
記
録
」
に
は
、
正
月
廿
日
の
条

江
戸
御
上
屋
敷
御
類
焼

と
短
く
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
瀬
兵
衛
は
、
江
戸
に
八
回
、
大
阪
に
十
回
、
越
後
に
は
、
宣
直
が
在

国

の
た
め
に
越
後
に
赴
く
に
あ
た

っ
て
、
瀬
兵
衛
も
同
道
し
、
八
ヶ
月

の
間

越
後

に
滞
在
し
て
い
る
。
以
後

こ
れ
を
含

め
て
越
後
に
四
回
行

っ
て
い
る

が
、
滞
在
期
間
も
、
最
長
は
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
五
月
二
十
四
日
か

ら
寛
文
八
年
六
月

一
日
ま
で
の
三
年

一
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
い
る
。
瀬
兵
衛
が

溝
口
宣
直
に
何
を
重
宝
が
ら
れ
、
瀬
兵
衛
が
宣
直
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か

は
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た

い
。

慶
安
五
年
二
月
十
日
に
次
の
よ
う
な
日
録
が
あ
る
。

齋
了
、
赴
二
原
之
壇

一
。
吉
権

・
西
瀬

・
彦
首
座

・
明
哲
喝
食

・
宗
欽
喝

な
ホ
　
　

　　
ロ
　

　　
　
ハな

食

・
若
吉
左
衛
門

・
閑
藏
主

・
小
左
衛
門

二
二
浦
赴
二
原
之
壇

一
也
。
原
之

壇
西
山

・
南
山
尾
崎
之
堺
目
見
分
、
打
椒
、
究
二
堺
目

一也
。
吉
権
江
遣
二
西

山

一
・
遣
二
彦
首
座
西
山

一
・
遣
二
西
瀬
南
山

一
・
遣
二
若
林
吉
左
衛
門
尾

崎

一
、
見
分
也
。
大
工
七
左
衛
門

・
五
左
衛
門
兩
人
召
連
。
打
レ
間
也
。
西

山
者
令
レ
分
二
半
分

一、
而
南
方
者
吉
権
右
衛
門
、
北
方
者
彦
首
座
也
。
傳

三
郎
亦
從
二
今
朝

一
、
來
、
赴
二
原
之
壇

一也
。
於
二
原
之
壇

一
、
而
喫
辨
當
、

喫
濃
茶
也
。

承
章
が
原
之
壇
を
弟
子
達

に
分
与
し
て
い
る
、
瀬
兵
衛
は
南
山
を
全
部
与
え
ら

れ
て
い
る
。
面
積
な
ど

の
単
位
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
不
確
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
こ
の
後
、
承
章
の
後
を
継

い
だ
文
雅
慶
彦
と
、
最
後
ま
で
鹿
苑
寺
の
執
事
で

あ

っ
た
吉
田
権
右
衛
門
が
西
山
を
二
つ
に
分
け
、
南
山
を
瀬
兵
衛
に
全
部
与
え
た



と
い
う
こ
と
は
、
公
平
な
措
置
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
瀬
兵
衛
も
承
章
に
感

謝
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
承
応

四
年
二
月
廿

一
日
の
日
録
に
、

西
瀬

一
類
今
日
原
之
壇
見
物
、
自
二
西
瀬

一
、
辨
當
爲
レ
持
二
之
由
、
壽
清
者

當
寺
江
被
レ
來
、
相
對

再
婚
し
て
五
ヶ
月
余
り
の
瀬
兵
衛
が
、

一
家
を
連
れ
て
原
之
壇
を
見
物
し
て
い

る
。こ
の
後
に
、
瀬
兵
衛
は
茶

の
取
次
だ
け
で
は
な
く
自
分
で
栽
培
し
て
製
茶
を
行

う
こ
と
に
な
る
。
明
暦
二
年
閏
四
月
二
十
日
の
日
録
に
、

西
瀬
原
之
壇
茶
自
二
一
昨
日

一
、
摘
故
、
昨
夜
者
西
瀬
於
二
原
之
壇

一、
而

令
二
一
宿

一
也
。

と
あ
り
、
頭
注
に
は
、

西
瀬
原
ノ
壇

ニ
テ
茶

ヲ
栽
培

シ
製
茶

ヲ
行

フ

と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
、

西
川

瀬
兵

衛

に
み
る
文

芸

、
諸
遊

芸

次
に
は
、
西
川
瀬
兵
衛
の
文
芸

や
古
典
受
容
、
諸
遊
芸
に
つ
い
て
検
証
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

寛
永
十
六
年
八
月
二
日
か
ら
瀬
兵
衛
は
吉
田
権
右
衛
門
と

一
所
に
、
神
邊
十
左

衛
門
に
つ
い
て
舞
小
鼓
を
習
い
始
め
る
。
日
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

神
邊
十
左
衛
門
被
レ
來
。
吉
権

・
西
左
小
鼓
稽
古
也
。
神
十
為
二
使
者

一
、

自
二
去
方

一、
借
銀
遣
レ
之
也
。

稽
古
の
記
録
は
、

一
週
間
に

一
度
の
割
合
で
あ
る
。
瀬
兵
衛
と
権
右
衛
門
の
稽

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)

古
は
寛
永
十
九
年

一
月
十
七
日
で
終

っ
て
い
る
。

次
に
、
瀬
兵
衛
は
久
世
新
五
郎
に
つ
い
て
、
歌
謡
と
能
を
学
ん
で
い
る
。
久
世

新
五
郎
に
つ
い
て
は
、

寛
永
十
五
年
十
月
十
七
日
の
日
録
に
、

　　
まヨ

及

レ
晩

、

赴

二
明

王

院

一
、

則

般

舟

院

、

花

坊

被

レ
居

、

打

談

。

然

レ
則

、

ぞ

ヱ

謡
歌
新
五
郎
被
レ
來
。

と
あ
り
、
頭
注
に
謡
曲
師
新
五
郎
と
あ
る
。

寛
永
十
八
年
十

一
丹
十
七
日
に
は
、
次
の
日
録
が
あ
る
。

午
時

久
世
新
五
郎
被
來
、
打
談
。
西
瀬
歌
謡
事
三
番

夕
喰
相
伴
、
點
小

團
こ
の
日
、
瀬
兵
衛
は
歌
謡
を
三
番
謡

っ
た
と
あ
る
か
ら
に
は
、
初
心
者
で
は
な

い
こ
と
が
窺
え
る
。

寛
永
二
十

一
年
六
月
廿
日

神
邊
十
左
衛
門

・
堀
岡
右
京
同
道
、
被
レ
來
。
右
京
者
能
太
夫
也
。
予
始
相

逢
也
。
吉
権

・
西
瀬
仕
形
依
二
相
習

一
、
共
立
舞
也
。

こ
の
日
、
承
章
は
右
京
太
夫
に
初
め
て
会

っ
た
と
あ
る
が
、
瀬
兵
衛
も
お
そ
ら

く
こ
れ
が
お
能

の
始
め
て
の
稽
古
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
右
京
太
夫
は
八
月
九
日

に
も
吉
田
権
右
衛
門
に
終
日
稽
古
を

つ
け
て
い
る
。
瀬
兵
衛
は
何
か
の
都
合
で
鹿

苑
寺
に
居
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
和
歌

・
連
歌

・
俳
諧

・
連
句
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
和
歌
に
つ
い
て
、
寛
永
十
九
年
九
月
十
三
日
に
、
承
章
は
、
等
闇
等
と
即

席
に
、
「明
月
」
を
題
と
し
て
、
和
韻
を
行

っ
て
い
る
。
日
録
に
は
、

マ
マ

今

夜

明

月

、

萬

里

無

雲

口

、

月

色

如

レ
晝

也

。

依

レ
然

、

吟

レ
覚

二
月

影

一

=
二
七



『
隔
糞
記
』

に
み
る

一
町
人

の
文
芸
と
古
典
受

容

(横

谷

一
子
)

(承
漣
・

(韵
)

而

即

席

題

詩

、

予

二
首

、

闇

公

一
首

、

漣

也

一
首

。

予
和

二
闇

公

一
勾

、

闇

　わ
　

公
亦
被
レ
和
。
予
興
嗹
、
韻

也
。
嗹
亦
和
間
公
勺
也
。
西
瀬
詠
二
和
哥

一
。

予
亦
詠

一
首
和
哥
也
。

瀬
兵
衛
は
、
和
歌
を
詠
ん
だ
と
あ
る
。

ま
た
同
年
閏
九
月
二
十
七
日
に
は
、

　　
　

赴

二
于

賀

茂

一
、

尋

二
南

哥

草

庵

一
、

而

相

逢

、

終

日

打

談

。

南

可

出

二
歌

　

題

一
、
即
席
賦
詩
也
。
南
哥
興
西
瀬
者
、
詠
二
和
歌

一
也
。

と
あ
る
が
、
南
歌
に
つ
い
て
は
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
承
章
は
、
南
哥
と
良
玄

は
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
承
応
四
年

一
月
廿
七
日
の
条
に
記
し
て
い
る
が
不

詳

で
あ
る
。

　　
　
　

瀬
兵
衛
は
寛
永
十
九
年
八
月
二
日
に
北
野
能
園
の
月
次
連
歌
衆
に
加
え
ら
れ
、

以
後
毎
月
の
二
日
か
三
日
の
月
次
連
歌
会
に
出
席
し
て
い
る
。
連
歌
に
つ
い
て
の

記
事
は
他
に
も
、
同
九
月
十
九
日
に
、

連
歌
八
句
哦
レ
之
。
花
坊

・
西
瀬

・
予
三
吟
也
。

と
あ
り
、

寛
永
二
十
年
二
月
十
八
日
に
は

於
二
明
王

一
、
而
予
綴
二
発
句

一
、
連
歌

一
折
有
レ
之
。
吉
権

・
西
瀬
也
。

と
、
明
王
院
の
連
歌

一
折
に
、
承
章
、
吉
権
と
共
に
瀬
兵
衛
も
加
わ

っ
て
い

る
。瀬

兵
衛
は
、
ま
た
、
寛
永
十
九
年
十

一
月
八
日
に
は
和
漢
連
句

の
執
筆
も
し
て

い
る
。
日
録
に
は
、

北
野
能
賀

・
能
朝
兩
人
招
レ
之
、
而
和
漢

一
折
餘
有
レ
之
。
予
綴
二
發
句

一。

雲
興
翁
入
韻
也
。
執
筆
者
西
瀬
也
。

一
三
八

と
あ
る
。

次
に
俳
諧
に
つ
い
て
、
慶
安
五
年
七
月
二
十
三
日
に
次
の
日
録
が
あ
る
。

　ホ
ぐ
ロ
リ

齋
了
、
立
圃
被
レ
來
也
。
十
八
番
發
句
、
合
之
判
之
事
令
二
演
説

一
、
終
日

令
二
打
談

一
也
。
予
製
二
誹
諧
發
句

一、
而
十
句
有
レ
之
。
山
本
友
我
亦
令
レ

尋
、
立
圃
興
友
我
成
二
知
人

一也
。
西
瀬
亦
致
二
誹
諧

一也
。

野
々
口
立
圃

(号
雛
屋
)
は
こ
の
年
四
月
廿
四
日
に
初
め
て
承
章
と
対
面
し
、

立
圃
が
発
句
、
承
章
が
脇
を
つ
と
め
、
誹
諧
狂
句
連
句
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

慶
安
五
年
に
は
誹
諧
の
記
事
が
多

い
。
立
圃
は
、
鹿
苑
寺
ま
た
は
相
国
寺
に
頻

繁
に
出
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
八
日
に
は
上
村

一
庵
法
橋
の
媒
介
で
、
大
文

字
屋
次
右
衛
門

(松
江
重
頼
)
も
初
め
て
寺
に
来
る
。
五
月
二
十
六
日
、
大
文
字

　あ
　
む

　　
　
　

屋
次
右
衛
門
が
、
明
王
院
で
、
誹
諧
興
行
を
す
る
。
藪
大
納
言

・
竹
屋
相
公

・
岩

　　
　
　

　ヨ
　
　

　　
　
　

倉
相
公
の
公
家
衆
に
混
じ
り
、
町
人
作
右
衛
門
長
好

・
藤
兵
衛
政
次

・
藤
兵
衛
重

供
も
参
加
し
て
い
る
。
政
次
以
外
、
承
章
は
初
対
面
で
あ
っ
た
と
記
す
。
夜
明
に

百
韻
に
満
ち
た
。

俳
諧
師
の
往
来
は
、
こ
の
後
、
仙
洞
の
奉
公
人
で
あ
る
河
路
又
兵
衛
が
七
月
十

四
日
に
晴
雲
軒
に
初
め
て
来
て
い
る
。
こ
の
又
兵
衛

の
紹
介
で
、
紙
屋
貞
室

(安

　　
　
　
ヰ
　

原
)
が
承
章
と
初
め
て
会
う
の
は
、
こ
の
六
年
後

の
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)

一

月
九
日
で
あ
る
。
記
事

に
は
、
「貞
室
試
筆
之
発
句
誹
諧
三
物
見
レ
之
也
。」
「
又

兵
衛
發
句
亦
見
レ
之
也
」
と
あ
る
。

慶
長
に
入

っ
て
、
『源
氏
物
語
』
が
古
典
の
代
表
と
し
て
禁
裏
、
堂
上
公
卿
、

為
政
者
な
ど
に
読
ま
れ
て
い
る
が
、
上
層
町
人
達
も
ま
た
、
古
典
知
識
は
不
可
欠

な
も
の
で
あ

っ
た
。

『隔
糞
記
』
の
中
で
も
、
前
出
の
梅
林
能
圓
に
よ
り
、
『源
氏
物
語
』

の
講
義



が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
寛
永
十
八
年
二
月
廿
三
日
に
次
の
よ
う
な
日

録
が
あ
る
。

　ぽ
　
　

　ぽ
　

能
圓
與
風
、
來
レ
義
、
講
二
源

氏

一也
。
聴
聞
二
之

一
。
能
化
被
來
。
末
摘
花

巻
今
日
講
了
也
。
西
瀬
者
依
レ
赴
レ
宿
。
不
レ
聞
レ
講
。

こ
の
日
は

「末
摘
花
」

の
巻
の
講
義
が
終

っ
て
い
る
。
瀬
兵
衛
は
帰
宅
し
て
い

た
た
め
に
講
義
は
出
て
い
な
か
っ
た
と
、
承
章
は
わ
ざ
く

書
き
記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
平
常
は
聴
講
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
は

『隔

糞
記
』

の
中
か
ら

『源
氏
物
語
』
の
講
義
記
録
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

年号

月

日

内

容

西
川
瀬
兵衛出欠

来

聴

者

そ

の

他

寛永

14

9

　　

出

小
坊
相
公(後完)

O　--i

14

出

小
坊
相
公(後完)

15

7

26

出

小
坊
相
公(後完)

　

6

出

明
王

院(圓盛)

16

M

20

欠

明
王

院(圓盛)

4

　

出

夕喰

・

打

談
・

茶
会

5

12

欠

　

14

出

匕匕

レ」

ム目

イ

17

m

6

出

明
王

院(圓盛)

能化

連歌

あ
り

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)

　　

7　

239

若
紫巻

讀
了初音巻

出欠

能
化

南
歌

夕
喰小
喫
口
團

朝
喰

2

14

欠

23

末
摘
花
巻講

了

欠

匕匕

レし

ム日
開イ

4

24

紅
葉
賀
之巻

出

能喜

喫
茶

夕
喰

9

15

花
宴巻

聴
了
・

葵巻

出

植
松
長
右衛

門(瀬兵衛実兄)

夕
喰

寛
永
19

　

ユo

葵
巻半

分

出

朝
喰

29

葵
巻聴

了

出

4

5

榊
巻

出

匕匕

匕ム目イ

夕
喰

6

24

榊
巻

出

能

喜
・

能

化能叶・能迂

連
歌
あ
り

7

29

出

　

23

榊
巻

出

南
歌

9

22

南
歌
所
望

桐壷

巻素読

出

南
歌

21(一六四五)

正
保
2

(一

六
四
七)

慶
安
1

(一

六
五
六)

明
暦
2

　　7剛

19232414

花散

里
巻須

磨巻須磨巻須磨巻桐壷巻一册済

欠欠出

南
歌

岡
本
丹波・玄番

匕匕

レし

ム
目
イ全受

正
圓小坊黄門

俊廣宅にて

夕
喰種々

振
舞

注

・
能
圓
と
能
化
は
親
子
関
係

=
二
九



『隔
糞
記
』
に
み
る

一
町
人
の
文
芸
と
古
典
受
容

(横
谷

一
子
)

能
圓
の
講
義
は
、
こ
れ
以
後
、

『伊
勢
物
語
』
と
な
る
。
正
保
二
年
五
月
二
十

三
日
に
瀬
兵
衛
は
承
章
に
連
れ
ら
れ
て
、
北
野
能
圓
の
と
こ
ろ
で
、
『伊
勢
物
語
』

を
受
講
す
る
。
承
応
二
年
六
月
二
十

一
日
に
は
、
彦
首
座

(文
雅
慶
彦
)
も
来
聴

し
て
い
る
。

こ
の
後
に
も
、
承
応
三
年
二
月
八
日
、
十
日
、
明
暦
二
年
閏
四
月
廿
五
日
、
十

二
月
廿

一
日
に

『伊
勢
物
語
』
に
講
義
の
記
録
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
万
治
元
年
閏

十
二
月
十
二
日
に
は
、
『狭
衣
物

語
』
が
能
圓
に
よ
り
講
義
さ
れ
て
い
る
が
、
瀬

兵
衛
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
江
戸
、
越
後
に
赴
い
て
い
て
聴
講
は
し
て
い
な
い
。

次
に
、
瀬
兵
衛
の
諸
芸
の
中
の
立
花
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。

瀬
兵
衛
は
茶
と
深

い
係
り
が
あ
り
、
茶
道
を
嗜
む
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
茶

道
と
不
即
不
離
の
立
花

に
つ
い
て
は
、
瀬
兵
衛

の
場
合
、

一
通
り
で
は
な
か
っ

た
。
寛
永
十
七
年
六
月
十
六
日
に
、

　　
　

　ロ
　
　

於
石

○
動
、
而
花
坊
振
舞
、
明
王
院
之
留
守
見
舞
也
。
立
花
興
行
也
。
予

・

般
舟
院

・
花
坊
俊
鏡

・
西
瀬
致
立
花
也
。
立
花
之
半
、
芝
坊
被
レ
來
也
。
晝

索
麺
有
レ
之
、
立
花
以
後
、
喫
夕
喰
、
點
小
團
数
種
也
。

と
あ
る
。
立
花
興
業
が
終

っ
て
か
ら
夕
食

の
後
で
小
団
が
数
種
あ

っ
た
と
あ

る
。
目
録
の
記
事
に
は
、
「點
小
団
」
、
「喫
鳳
団
」
等
の
用
語
が
よ
く
み
え
る
が
、

既
出

の
吉
村
氏
の
報
告

に
は
、
「
鳳
団
」、
「小
団
」
に
つ
い
て
、
抹
茶
ま
た
は
碾

茶
と
考
え
た

い
と
述
べ
、
な
お
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
、
「今
の
と
こ
ろ
、

鳳
林
承
章

の
茶

(と
く
に
抹
茶
)

に
対
す
る
愛
称
と
考
え
て
お
き
た
い
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
承
応
三
年
十
二
月
十
四
日
に
次

の
記
事
が
あ
る
。

午
時
、
従
芳
春
玉
舟
翁
、
被

レ
招
。
從
二
江

戸
一

鳳
團
到
來
、
可
レ
默
二

之

一
由
、
赴
レ
之
也
。

一
四
〇

頭

注

に
は

、

「
江

戸

ヨ

リ
到

來

ノ
茶

」

と

あ

り

、

団
茶

で
あ

る

こ
と

が
わ

か

る
。

団

茶

は

、

茶

を

蒸

し

て
練

り

固

め

た

上

等

の
茶

の

こ
と

で
あ

る
。

し

た

が

っ

て

「鳳

団
」

と

は
、

極

上

の
茶

で
あ

っ
た

。

　
　

　

西
川
瀬
兵
衛
と
立
花

の
記
事
は
寛
永
期
だ
け
で
も
六
十
数
回
に
及
ぶ
。

そ
の
中
に
寛
永
十
七
年
十

一
月
四
日
に
承
章
が
池
坊
専
好
の
立
花
の
絵
図
手
本
を

仙
洞
よ
り
借
り
、
瀬
兵
衛
を
遣

っ
て
絵
師
伊
藤
長
兵
衛
に
書
き
写
し
を
依
頼
し
て
い

る
記
事
も
あ
る
。
立
花
図
写
二
十
六
枚
は
同
月
十
九
日
に
出
来
あ
が
っ
て
い
る
。

瀬
兵
衛
の
立
花

の
技
倆
は
正
保
四
年
六
月
十
六
日
に
、
相
国
寺
山
門
閣
上
に
立

花
を
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

西
瀬
今
日
令
二
出
京

一
、
明
日
閣
上
之
立
花
、
於
二
山
門
之
上

一
、
而
立
レ
之

也
。

の
記
さ
れ
て
い
る
が
、
承
章
は
山
門
に
登
り
、
瀬
兵
衛
の
立
花
の
首
尾
を
み
て

い
る
が
、
成
果
に
つ
い
て
の
意
見
は
な

い
。

承
章
が
瀬
兵
衛

の
立
花
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
記
事
は
、
寛
永
十
九
年
十
月

十
三
日
に
、

今
日
、
西
瀬
砂
物
仕
、

一
段
出
來
也
。

と
、
瀬
兵
衛
の
養
父
西
川
忠
右
衛
門
主
催
の
口
切
の
振
舞
に
、
瀬
兵
衛
が
砂
物

を
立
花
し
た
の
を
賞
し
て
い
る
。

五
、
む
す
び

以
上
、
町
人
西
川
瀬
兵
衛

の
閲
歴
と
古
典
文
芸
の
受
容
、
諸
芸

に
つ
い
て
、

『隔
糞
記
』
を
中
心
に
検
証
し
て
み
た
。
も
と
よ
り
、
西
川
瀬
兵
衛
が
、

『隔
糞



記
』

の
中
で
の
重
要
人
物
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
日
録
に
隈
な
く
目
を
通
す
と
、

私
に
は
無
視
で
き
な
い
所
に
行
き

つ
く
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
勿
論
西

川
瀬
兵
衛

の
閲
歴
、
古
典
受
容
、
諸
芸
に
つ
い
て
、
充
分
に
解
明
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
西
川
瀬
兵
衛
は
町
人
の
分
際
で
、
こ
れ
だ
け
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
っ

た
特
殊
な
例
で
あ
り
、
町
人
全
体

の
文
芸
の
受
容
に
つ
い
て
も
の
が
た
る
も
の
で

も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
瀬
兵
衛
の
文
芸
活
動
を
垣
間
み
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も

近
世
初
期
の
町
衆
の
古
典
受
容
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
を
得
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

註

-

(1
)

鳳
林
承
章

に

つ
い
て
は
、
市

古
夏
生
著

『近
世

初
期
文
学

と
出
版
文
化
』

の
埖

し
ょ
う
し
ょ
う

頁

で
、
承
章

の
読

み
方

に
、

承

章

と

ふ
り
仮
名

を

つ
け

て
あ

る
が
、
私

は
承
章

自
身

が
、
承
応

の
改
元

の
条
、
承
応
元
年
九
月
十
八
日

に
、

ゼ
ウ

午
刻
改
元
也
。
號

承
応
也
。
承

字
菅
家
之
例
、
濁
音
、
而
讀

也
。

じ
ょ
う
し
ょ
う

と
わ
ざ
わ
ざ
書
き
記
し
て
い
る

の
で
、
あ
え

て
呉
音

で
濁
音

で

承

章

と
訓
む
。

(2
)

『隔
糞
記
』
略
系

図

(3
)

『隔
糞
記
』
第

一

(思
文
閣
出
版
)
解
題

に
よ

る
。

(4
)
寛
永

二
十
年
六
月
七

日
の
記
事

「
西
瀬
今
年
、
依

レ
有

二
父
忌

一
、
自
二
午
後

一
、
赴
二
宿

一
也
。
」

と
あ
る
。
ち
な

み
に
養
父
忠
右
衛

門
は
正
保

四
年

八
月

二
十

日
に
死
亡
し

て

い

る
。
記
事

は
、
三
週
忌

の
法
要

(慶
安

二
年
八
月

二
十
日
)
ま
で
記
さ
れ

て
い
る
。

(5
)
寛
永
十

四
年

八
月
十

三
日
の
記
事

に
、
文
叔
宗
悦
と
あ
る
。

(6
)
総
数

は
m
回
記
録
さ

れ
て

い
る
。
瀬
兵
衛
は
五
割
以
上
係
わ

っ
て
い
る
。

『隔
糞
記
』
関
係
略
系

図

土
御
門
有
脩
宀

勧
修
寺
睛
右
宀

1ー

久脩
女

1

雲光

院

=晴豊

1

睛
子

(新

上
東

門
院
)

正
親
町
天
皇

-

陽
成
院

(誠
仁
)

承
章

宣
豊

(芝
山
)

経
遠

(甘
露
寺
)

『
諸

家
傳

』

に

よ

る

售
日
(小
川
坊
城
)宀
穩

縫

光
豊
(餌
纂

屋
右
棗

隆

女
)
1

経
広

T
後
陽
成
天
皇

一T

i

御
水
尾
天
皇

西
川
瀬
兵
衛
重
勝
文
芸
年
譜

藤
原
前
子

(中
和
門
院

)

徳
川
家
ー

忠
纛

(東
福
門
院
)

荊 明
正
天
皇

後
光
明
天
皇

後
西
天
皇

霊
元
天
皇

年
号

月

日

摘

要

寛

永

(
一

五
六
九)

1214

0　M

1621

『
隔
糞
記』

初
出
(

植松

左
門)西川忠右衛門と鳳林承章との

間
で、

左
門
の

養
子
契
約

14

4

2

西
川
忠
右衛

門
の
養
子
と
な
る

21

〃

娘千

と
婚
姻

　

15

細
川
忠
興鹿

苑寺

見物

瀬
兵
衛
(
左
門)

接
待
す
る

9

　　

梅
林
能
圓
に
よ
る

『源

氏
物
語
』

の
講
義
始
ま
る
。

15

　　

29

勧
修寺

中納

言経

廣
卿
の
茶会

に
承
章
に
同
道

12

2

小
川坊

城
(俊

完)

の
茶会

に
招
か
れ
誹
諧
を
す
る

16

　

2

神
邊
十左

衛
門
に
つ
い

て

舞小

鼓
を
習
う
(
ほ
"
一

週
間
に
一

度)

9

0　

鹿
苑寺

連
歌
会
(連

衆)

執
筆
は
能
化

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)

一
四

一



寛

永

〔
一
六
四
〇
)

寛

永

(
一
六
四
二
)

1717　　1919閏

　　12　46　0　57　0　245　9990　

c+　
　0m2252115162　M517199514171428M　--　

29M　--i
192727M　--　

『隔
糞
記
』

に
み
る

一
町
人

の
文
芸
と
古
典
受
容

(横
谷

一
子
)

千
宗
旦
の
平
家
物
語
を
聞
く

元
服
、
西
川
瀬
兵
衛
と
改
名

金
閣
寺
に
於
い
て
、
天
王
寺
の
楽
人
の
奏
楽
を
聴
く

北
野
神
社
参
詣

長
男
平
吉
誕
生

紀
州
十
津
川
に
入
湯
に
行
く

立
花
興
行
に
承
章
と
立
花

操
浄
瑠
璃
見
物

梅
若
六
太
夫
勧
進
能
見
物

今
宮
祭
見
物

相
国
寺
晴
雲
軒

の
曝
書
を
す
る

絵
師
伊
藤
長
丘
ハ衛
と
衣
笠
山
麓
の
絵

(後
水
尾
献
上
の
絵
)
の
打

談
〃

玉
龍
院
即
興
連
句
に
参
加

所
持
の
三
幅

一
対
の
絵
を
表
具
に
出
す
。
(表
具
師
久
左
衛
門
)

ハ　
　
ソ

武
田
岌
淵
法
眼
の
茶
会
に
承
章
に
相
伴
す

久
世
新
五
郎
来
寺
、
歌
謡
事
三
番

禁
裏
御
殿
絵

(伊
藤
長
兵
衛
作
)
完
成
、
拝
見
す
る

父
忠
右
衛
門
と
禁
裏
見
物

等
持
院
、
龍
安
寺
見
物

能
圓
主
催
の
月
次
連
歌
の
衆
と
な
る

承
章
よ
り
俊
頼
卿
筆
の
掛
物
を
賜
わ
る

月
見
の
宴
で
和
歌
を
詠
む

承
章
、
花
坊
と
連
歌
八
句

芝
山
宣
豊
等
と
栂
尾
見
物

南
歌
草
庵
に
て
和
歌
を
詠
む

父
忠
右
衛
門
口
切
振
舞
に
砂
物
立
花
を
た
て
る
。
(承
章
賞
讃
)

寛

永

コ

ゐハ
　
ロ
　

正

保

(
一
六
四
五
)

正

保

(
一
六
四
七
)

20212M44

　　2M479　　6540　　　12　456　　

　　　　　25.10272514　　202312　4423　　6O　--i
232617615

一
四
二

和
漢

の
執
筆
を

つ
と
め
る
。

父
忠
右
衛
門

に
同
道
し

て
江
戸
下
向

～
20

・
1

・
1
ま
で

明
王
院

に
て
連
歌

一
折

北
野
社
三
鉢
御
供
奠
供
見
物

承
章

に
供
を

し

て
、
夜
須
禮

祭
千
本

念
佛
、
閻
魔

堂

二
階

に
て
狂

言
を
見
物

能
圓
振
舞

の
茶
会

に
て
連
歌
十
句

に
加

わ
る

　　
ロ
　

高
雄
山

本
願

上
人

に
立
花

の
指
南
を
う
け
る
。

高
雄
山
正
圓

の
振
舞
、
俳
諧

の

一
巡
に
加
わ
る

明
王
院

口
切
振
舞

に
て
、
歌
謡
す
る

堀
岡
右
京
太
夫

に
能
を
習
う

承
章

に
連
れ
ら
れ
能
圓

の
所

で
伊
勢
物
語
受
講

江

戸
下
向

～
9
月

26
日
ま

で

能
圓
と
能
有
と

の
争

い
を
調
停

ぐ
こ
お
か

江

戸
の
湯

口
金

十
郎
所
持

の
探
幽
筆

の
表

具
を
京
都

に
て
打

つ

明
王
院

口
切
振
舞

に
、
発
謡
、
飜
舞
袖

、

(吉

田
権
右

衛
門
共

々
)

明

王
院
主
催

の
能

に
、
六
才

の
八
童

の
打

つ
大
鼓

二
番
、
舟
弁
慶

、

千
手

に
吉
権
と
謡
う

十
姓
香

に
加
わ

る
。

立
花
興
行

に
承
章
、
吉
権
と
立
花

承
章
、

南
歌
、
山

本
友
我

と
詠
歌
後

、
南
歌

一
宿
、
俳

歌

一
折
打

r父
忠

右
衛

門
振
舞
、

四
條

河
原
鵲

曲
見
物

、
後

段
、
鳳

団
数
種
喫

茶宮
源
悦

の
招

き

に
承
章

に
供
を

す
る
。
地
謡

、
笛
吹
衆
と
相
逢

す
。

囃

五
番
、
江

口

・
要
調

・
松
風

・
芦
刈

・
井
筒

相
国
寺
山
門

の
閣
上

の
立
花
を
た

て
る

越
後
下
向

の
内
意

(不
明
)
を
承
章
に
伝

え
る

越
後
下
向

～
慶
安
元
年
3
月
6
日
ま
で



慶

安

(
一
六
四
八
V

慶

安

慶

安

　　2mM

M4567　990　2M6　0　m560
0

0
0

1421227232961216m6O'--　
M　--i

4171919220M122612270
0

M　-
-
i

吉
権

と
四
條

に
て
操
浄
瑠
璃
見
物

町
人
振
舞

(四
條
宿
か
?
)

上
之
家

(堀
川
宿
)

の
普
請

祇

園
会

に
四
條

宿

に
承

章
等
を

招
き
響
応

す

る
。
祇

園
山
鉾
、
乞

食

の
芸
等
を
見
物
、
砂
物
立
花
。

　　
　
り

慈
照

翁
八
景
絵

に
跋
を
加
え

る
。

こ
れ
を
承
章
と
共
に
拝
見

。

所
持

の
尺

八
の
樺
巻
を
依
頼
す
る

実
兄
植
松
長
左
衛
門
病
気

の
知
ら
せ
を
受
け
、
出
京

す
る

神
邊
十
左
衛
門
よ
り
、
宮
源
悦
相
伝

の

一
調
鼓
謡

の
事
打
談

承
章

よ
り
瀬
戸
焼

の
茄
子
茶
入
と
袋
を
賜
わ
る
。

れ　
ば
　

溝

口
金

十
郎

大
阪
御
番
済

に
よ
り
江
戸
下
向

、
大
津

ま
で
見
送

る

良
玄

(南
歌
)
来
寺
、
以
呂
波
俳
諧
両
吟
打

上
之
宿
明
家
開

今
宮
旅
所

に
て
勧
進
能
見
物

大
徳
寺

の
立
花
を
た

て
る
。

雲

ケ
畑
岩
屋
不
動
見
物

山
本
友
我

に
依
頼

の
三
幅

一
対

の
絵
が
出
来
あ
が
る

東
武

下
向

～
7
月

20
日
ま

で

江
戸

よ
り
溝

口
宣
直

の
た
め

に
書
状
に

て
宇

治
茶

の
取
次
を
す

る

父
西
川
忠
右
衛
門
死
去
す
る

本
法
寺

の
茶
会

に
承
章

の
供
を
す
る

比
叡
山

に
登

る
。
連
歌

に
加
わ
る

承

章
、

藤
谷

為

賢
等

を

招

き
振

舞
、
濃

茶

五
種
、

平
吉

飜
無

袖

(七
才
)

承
章

よ
り
家
族
全
員
鹿
苑
寺

に
招
か
れ
る
。
方

々
見
物
遊
山

芳

春
院

杜
鷸

亭

に
於

て
、
有

レ
詩
、
有

レ
歌
、

狂
歌

・
誹
諧

・
発

句

・
狂
句
あ
り
、
連
衆

の

一
人
と
し
て
参
加

鹿
苑
寺
詩
歌
会
、
連
衆

の

一
人
、
十
五
首

の
詩
歌

芳
春
院
詩
歌
会

(高
林
庵

に
於

て
)

慶

安

承

応

(
I
ti
ハ

丁血
一
こ

承

応

445,-
,224

9　　27000　0,-,　　　257　O　12　4聯79　　　

120　120　　　2M　217122022121723260　6160　2621222212221

鹿
苑
寺
詩
歌
会

江
戸
下
向

～
4
年

7
月

2
日
ま

で

芳
春
院
高

林
庵

詩
歌
会

で
、
欠

席

の
瀬

兵
衛

に
代
り
、
承
章

が
和

歌
を
代
作

す
る
。

四
條

の
家

の
町
道

を

つ
く
る

山
本
友
我

の
招
き
に
承
章

に
供
す

承
章
、
彦

公
、
明
哲
等

を
自
宅

に
招
き
響
応
す

る

居
住

の
町
に
公
事

あ
り
、
二
條
城

に
出
訴
す

る

山
本

友
我

口
切
振
舞

に
承
章
等
と
招

か
れ
る

相
国
寺
有

節
忌
に
佛
壇

に
立
花
す

る
。

(正
圓

・
正
音
と
共

に
)

承
章

の
た
め
に
眼
鏡

を
取
次

越
後

よ
り
茶
壷

の
受
取

人
来

る

　　
　
　

承
章
、
瀬
兵
衛
宅

に
て
弓
削

屋
源
助
と
初

め
て
会
う

宇
治
原
之
壇

の
茶

園

の
南
山
を
承
章

よ
り
授

か
る

妻
千
死
去

立
圃
、
承
章

と
共
に
俳
諧
を
す

る

溝

口
宣
直

の
使
者

を
中
院
通
村
邸

に
案
内
す

る

大
阪

へ
赴

く
～

11
月

12
日
ま

で

大
阪
行
～

15
日
ま
で

溝

口
宣
直
所
望

の
定
家
墨
蹟

(仮
名
)
を
為
賢

よ
り
譲
請

定
家
墨

蹟

の
掛
物

を
宣
直

に
届
け

る
た
め
大
阪

に
赴
く
。

2
月

10

日
ま
で
。

大
阪

へ
赴

く
～
5
月
11
日
ま

で

能
圓
に
よ
る
伊
勢
物
語
受
講

大
阪

へ
赴

く
～
8
月
25
日
ま

で

天
神

拝
殿
に
於

い
て
町
人
を
振
舞

再
婚

す
る

江
戸
下
向

～
3
年

11
月

29
日
ま

で

口
切
振
舞

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
七
号

(
一九
九
九
年
三
月
)

一
四
三



明

暦

(
一
六
五
五
)

明

暦

万

治

寛

文

(
一
亠
ハ
亠
ハ

一
)

　2M4　　閏

246796　90　12　56　67　　9O　　　

21287　26262M14122717292429M220　　252826282

『隔
糞
記
』

に
み
る

一
町
人

の
文
芸
と
古
典
受

容

(横
谷

一
子
)

一
家

で
原
之
壇
見
物

大
阪

へ
赴
く

～
5
月

9
日
ま

で

祇
園
会
振
舞
、
砂
物
立
花
、
囲
碁
を
打

つ

江
戸
下
向

～
11
月

15
日
ま

で

溝

口
宣

直
越
後

在
国

の
た
め

の
下
向

に
同
道

～
3
年

6
月

3
日
ま

で大
阪

に
赴
く

～
7
月

16
日
ま

で

河
路
又
兵
衛
俳
諧

に
出
席

息
平
吉
元
服
、
源
兵
衛
と
改
名

広
橋
兼
賢
宅

に
て
珍
獣
を
み
る

藤
谷
為
條
口
切
振
舞
に
招
か
れ
、
頓
阿
の
小
色
紙
掛
物
拝
見

源
兵
衛
試
春

の
詩
を

つ
く
る

溝

口
宣
直
江
戸
宅
火
災

の
た
め
に
江
戸
下
向

広
橋
兼
賢
宅

に
珍

獣
見
物

上
品
蓮

臺
寺

の
新

築
披
露

に
招

か
れ
、
山
本
友
我
筆

の
座
敷

絵
を

拝
見
越
後

下
向

～
寛
文

元
年

6
月
2
日
ま

で

こ

の
頃
西
川
壽
齋

と
名

の
る

文
雅
慶
彦

に
債

務

の
利
銀

を
支
払
う

　　
ぷ
ソ

半
井

驢
庵

に
、
承

章
、
吉
権
等

と
招
か

れ
る
。
五
山
古
尊
宿

十
四

五
人
讃

の
山
水
絵

、
横

川
景

三
序

の
萬
葉
集
九
跋
之

一
巻
を
み
る

能
學

、
能

通
を
承
章

が
招
き

、
漢
和
誹
諧

一
折

に
加
わ

る

文
雅
慶
彦

の
松
葺
振
舞

の
茶
会

に
承
章
と
招
か

れ
る

半
井

驢
庵

の
振
舞

に
吉
権
と
承
章

の
相
伴
を
す

る

山
本
友
我

口
切
振
舞

に
招

か
れ

る
。
溝

口
宣

直

よ
り
上
洛

の
連

絡

あ
り
明
哲
主
蔵

の
口
切
茶

会

に
吉
権

と
承
章

の
相
伴

を
す
る
。
雪

澗
筆

の
掛
物

「文
殊
」

は
意
見

北
野
能
通

の
茶
会

に
吉
権
と
招
か

れ
る

一
四

四

4

明
王
院
の
茶
会
に
吉
権
と
招
か
れ
る。

為
和朝

臣
の
懐
紙
の
掛
物

拝
見

　

興
善
院
口

切
茶

湯
に

承
章、

吉権

と

招
か
れ
る
。

掛物

は
一

山
一寧讃の「竹図」。花入は千編匙作の尺八筒を拝見

9

源
兵衛

、

半井

驢庵

に

弟入

を
願
い
、

医
師
の

修
行
を
す
る

12

吉
田
権右

衛
門
の
口
切
振
舞
に
招
か
れ
る

16

自
宅
に
て

口
切

振
舞
を

す
る
。

承

章、

慶
彦、

明

哲、

明
王、

友

20

世、

能賀

、

能通

、

吉権

父
子、

柴
田
良
栓
を
招
待
す
る

(
今出

川)
藤谷

為
條
卿
口

切
の

茶
湯
に

招
か
れ

る
。

為

家
卿
「
鵲
橋
之

題
の

一

首L

の

掛物

拝見

27

源兵

衛
の
弟
子
入
の
礼
に
驢
庵
を
訪
ね
る

12

6

鹿苑

寺連

歌
会
に
出
席

晩

承章

に
貸付

金
の
利
息
受
領

2

m

9

夢
窓
疎
石
の
墨
蹟
の
真
贋
を
承
章
に
穿
鑿
を
依
頼
す
る
が、

真
相

不
明
の
ま
ま
返
却
さ
れ
る

0　

能

賀
に
招
か
れ、

俳
諧
の
一

巡
に
加
わ
る

4

6

海

北
友
雪
の

茶
会
に

招
か

れ
る
。

構
座
敷
に
て

立

茶。

唐
筆
の

山

水
図
の
掛
物
拝
見

24

安
井
算
知
を
寺
に
招
き
終
日
囲
碁
を
打
つ

6

　

源
兵
衛
入
道
し
剃
髪
す
る。

淳
庵
と

改名

21

越
後
に
赴
く
。

寛
文
4

年
7

月
6

日
ま
で

4

O　--　

17

北

野衆

に

招
か

れ、

能
を
舞

う。

「芭

蕉」

「
忠
利」

「
頼
政
」

の

脇

を
つ

と
め
る

5

5

24

承

章
江
戸
下

向
に
同

行。

承
章
は
9

月
14
日

帰
洛
。

壽濟

は

越

後

に
赴
く

　

6

　

越
後
よ
り
上
洛

　

21

『
隔
糞
記』

執
筆
終
る

(よ

こ

た

に

か
ず

こ

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
)

一
九
九
八
年

一
〇
月

一
四
日
受
理


